
管理部経営企画課　TEL：03（6230）2700　E-mail：ir@paraca.co.jp

パラカ株式会社  ※この報告書に関するお問い合わせは下記までお願いいたします。

●事業年度 毎年10月1日から翌年9月末日

●定時株主総会 毎年12月開催

●基準日 定時株主総会　毎年9月30日
期末配当金　　毎年9月30日
その他必要があるときは、あらかじめ公告して定めます。

●株主名簿管理人 大阪市中央区北浜四丁目5番33号
住友信託銀行株式会社

●株主名簿管理人 東京都中央区八重洲二丁目3番1号
　事務取扱場所 住友信託銀行株式会社　証券代行部

  （郵便物送付先） 〒183ー8701　東京都府中市日鋼町1番10
住友信託銀行株式会社　証券代行部

  （電話照会先）      0120ー176ー417

　（インターネット ホームページ URL）http://www.sumitomotrust.co.jp/STA/retail/service/daiko/index.html

●証券コード 4809

●公告方法 電子公告により行います。ホームページアドレスは次
のとおりです。
http://www.paraca.co.jp/
ただし、電子公告によることができないやむを得ない
事由が生じたときは、日本経済新聞に掲載します。

ホームページのご案内

http://www.paraca.co.jp/
当社ホームページでは、豊富なインフォメーショ
ンを掲載しております。
今後も株主・投資家の皆様に向けて当社の情報を
迅速に提供してまいりますので、どうぞご利用く
ださい。

【株式に関する住所変更等のお届出およびご照会について】
　証券会社に口座を開設されている株主様は、住所変更等のお届出およびご照会は、
口座のある証券会社宛にお願いいたします。証券会社に口座を開設されていない株主
様は、下記の【特別口座について】をご確認ください。

【特別口座について】
　株券電子化前に「ほふり」（株式会社証券保管振替機構）を利用されていなかった株主
様には、三菱UFJ信託銀行株式会社に口座（特別口座といいます。）を開設しております。
上記株主名簿管理人とはご照会先および住所変更等のお届出が異なりますのでご留意
ください。
●特別口座に関するご照会先

（特別口座の口座管理機関）
（郵便物送付先）

（電話照会先）

三菱UFJ信託銀行株式会社
〒137ー8081　東京都江東区東砂七丁目10番11号
三菱UFJ信託銀行株式会社　証券代行部
　  0120ー232ー711
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ごあいさつ
　平素から当社の活動に多大なご理解、ご支援を賜り

厚く御礼申し上げます。また、東日本大震災から９ヶ月が

経過しましたが、被災された皆様に改めてお見舞いを

申し上げますとともに、一日も早い復興を心からお祈り

申し上げます。

　当社はリーマンショックの経験を踏まえ、不況やデフレ下

においても底固い収益を確保できる企業体質を構築し、

これに続き営業人員や営業所の増加による企業規模の

拡大を図っておりました。PPI（パラカパーキングイン

デックス）も２月には３年数ヶ月ぶりに、３ヶ月連続前年比

プラスとなり本格的回復基調となりつつありました。

　東日本大震災は、まさにこの矢先に発生し、自然の

猛威を目のあたりにし、人為の無力さを思い知らされると

同時に「つながり」の大切さを痛感した一年となりました。

　震災直後からの現場における対応は、情報共有や

信頼関係など社員同志のつながりはもちろん、地域に

密着した現地スタッフとのつながりなくして成せるものでは

ありませんでした。駐車場用地をお借りしている地主の

皆様、機器メーカー、保守会社など多くの方々からも

ご協力やご支援をいただき、金融機関からも実際には

必要がなかったものの緊急融資の申し出をいただきま

した。また、駐車場を利用されるお客様へは停電時に

ご不便をおかけしたこともあると思います。心よりの御礼と

お詫びを申し上げます。

　当期の業績については４月２８日に下方修正を行いまし

たが、現場の献身的な努力によって震災の影響を最小限

に食い止め、経常利益・当期純利益は若干の減益となっ

たものの、営業利益は増益となるまで盛り返すことができ

ました。欧米の債務や円高など問題が山積する環境に

もかかわらず、当社株を保有し長いつながりをいただいて

いる株主様の期待に沿うように、今期も営業力の強化に

よって新規開拓を加速し、業績の向上に努めて参ります。

　今後ともご支援・ご鞭撻を賜りますようお願い申し

上げます。

２０１１年１２月

代表取締役　内藤　亨

　　　

　　　

　　 まず、一年を震災前の５ヶ月、震災時の２ヶ月、震災

後の５ヶ月に分け、それぞれの売上と売上総利益を見て

いただくとその影響がよく分かると思います（右図）。東日

本における３月・４月の２ヶ月間の月平均売上総利益は、

それ以前に比べ２３％も減少しています。東北地方に限

るとこの傾向はより顕著でした。理由としては、一つに

は、東北新幹線がストップしたことによって新幹線駅前立

地の駐車場へ大きな影響がありました。５００台収容の

ある駐車場では、在車台数がゼロの時もあるほどでし

た。二つには、ガソリンの供給に支障をきたしたことによ

って、車での外出が手控えられたこと。三つには、余震

や停電などからくる不安心理や自粛ムードからも外出が減

ったことが挙げられます。

　当社では幸いなことに、震災による人的被害はなく、

物的被害も極めて軽微なものでした。基本的にコイン

パーキングは建物がなく、物的損害も発生せず、電力が

回復したその日から運営できるため、震災に対しては

強いビジネスだといえます。

Q 震災の影響について

A
　

To Our Shareholders株主の皆様へ

震災前後における売上高と売上総利益の推移

売上総利益の月間平均

売上の月間平均

3月11日
東日本大震災

3月11日
東日本大震災

2010年10月から
2011年2月まで

3・4月 5～9月 2010年10月から
2011年2月まで

3・4月 5～9月

3％
10％

25％－23％
5,768万円

5,585万円

5,032万円

1億
1,056万円

8,436万円

1億
353万円

東日本 東日本以外の地域

2010年10月から
2011年2月まで

3・4月 5～9月 2010年10月から
2011年2月まで

3・4月 5～9月

2％
3％

10％－9％

2億
4,775万円2億

4,406万円2億
3,769万円

3億
3,468万円

3億
153万円

3億
2,793万円

東日本 東日本以外の地域

3月11日
東日本大震災

3月11日
東日本大震災

Top Interviewトップインタビュー
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　　 営業面について振り返ると、一方では短期的な東日本

大震災への対応、他方では中期的な売上の地域バランス、

この二つを両立させるような営業力の配分を行った一年

でした。

　当社の駐車場分布は、東日本が売上では５８％、売上総

利益では６６％と東日本に偏りがあるなかで、全体とし

ては積極的な営業展開を図り、中期的には徐々に西日

本の比重も高めていくという姿を描いていました。１２

月に東日本に属する横浜営業所を開設したのですが、そ

の後に震災が発生し電力の供給もおぼつかない状況にな

ったため、西日本への計画を急遽前倒しし、京都営業所を

６月に開設しました。その後東北地域の急回復を確認で

き、今後の復興地域における新規開拓の拠点とするため

に、仙台営業所を９月に開設しました。これまでの営業

拠点４ヵ所から、当期だけで３ヵ所の営業所を新規開設し７

ヵ所に増やしました。営業員の増員については、０９年９

月末の２０名程度から１１年９月末には４０名へ倍増する計

画でしたが、半年遅れの12年４月に４０名になる予定で

す。営業所の開設によって地元とのつながりを強め、新規

開拓の加速をしていきたいと思っています。

　　 新規開拓車室数は、２，６８４（純増は１，９１６）車室で、

前期の１，６６１（純増は９５７）車室に対し、大きく伸ばす

ことができました。その結果、残高は１３，４５０車室となり、

前期の１１，５３４車室に比べ１６．６%増加しました。しかし、

ここ二年間の営業員数の増加割合と比較した場合には、

決して十分な伸びとは思っていません。当社は新卒学生を

中心とした採用をしていますが、特に入社３年以内の若手

営業社員の早期育成と中堅営業社員の地力向上によって、

この伸びを高めたいと考えています。

　サイクルパーク（当社での駐輪場名）は売上規模が小さ

いため、事業区分では「その他」に含めています。０９年末

の２,３７９台から当期末には3,010台へと、631台、

26.5%の増加となっています。クルマと違ってサイクル

パークは、ほぼ駅前立地に限られる反面、クルマでは入っ

ていけない狭い道路に面していたり、間口の狭い地型

の土地でも運営可能という特徴があります。営業員が対

象候補地の適性を判断して開拓した結果、駐輪場の増

加に繋がりました。

Top Interviewトップインタビュー

Q 一年を振り返っていかがでしたか

A
　

Q 新規開拓の状況、 それから、 サイクル
パーク（駐輪場）も伸びているようですが

A
　

積極的拡大ステージへ
営業員の増員

10期
2006

11期
2007

12期
2008

13期
2009

14期
2010

15期
2011

16期
2012

19

20

34.8

24

23

49.4

27

27

56.4

28

21

60.6

28

27

67.3

33

27

70.3

40

32

80.0

■ 売上（単位：億円）  ■ 非営業員  ■営業員（単位：人）

今期予想
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Top Interviewトップインタビュー

　　 今後の管理車室数の増大に対応するため、前期に

一年がかりで基幹システムを入れ替え、各種データの

一元管理ができる体制を整えました。当期は、一つには、

その基幹システムのデータベースへ駐車場精算機データ

を入力する際、その大幅な省力化を行いました。二つ

には、そのデータを加工し、駐車場の収支予測や料金

の最適化、経営上の判断に役立つ各種指標を取り出せる

ようにするなど、多くの自社ソフトウエア（ペガサス

PEGASUS：Paraca Enterprise Govern and 

Support System）を開発しました。私が朝出社して

一番最初に見る指標は、駐車場売上の今月末着地予想で、

カーナビの到着時刻予測に似たものです。日次で着地

予想が変化するので、ここから日本全体の景気や地域

別の景気動向を読み取り、経営判断に活かしています。

仙台営業所を開設したのも、いったん減少した東北地域

の駐車場売上が急回復に転じたことが確認できたからです。

　　 連結子会社であった有限会社神谷町パークを吸収

合併したことと、札幌１０１パーキングの大規模改修で

す。有限会社神谷町パークは、2003年に当初特別目

的会社として設立し、匿名組合契約を利用した資金調達

手段の一つとして機能していました。しかし、その後の

当社の資金調達力の向上、会計制度の変更等によりそ

の役割が終了したため、当社に吸収合併することとしま

した。

　札幌１０１パーキングは当社がマザーズに上場した

2004年に取得し、今年で築２７年となります。非常に

収益性の高い自走式８階建ての大型駐車場ですが、今回

の大規模な修繕工事（期間2011年８月～１１月）により

適切なメンテナンスを行えば、さらに３０年は当社の収益

に貢献できそうです。出入口の改善等を行い、駐車し

やすさを向上させるとともに、エレベーターの交換、外装

工事により視覚的にも見栄えが良くなり、今後の売上増加

も期待できると考えております。

Q 管理部門についてはどうですか

A
　

Q その他のトピックスは

A
　

ＰＰＩの推移

駐車場の展開状況（2011年9月30日現在）

関東

件数 534
車室数 5,652中部

件数 111
車室数 1,611

四国

件数 11
車室数 255

九州

件数 36
車室数 808

中国

件数 15
車室数 113

件数 車室数

賃借駐車場 820 9,898
保有駐車場 99 3,552
合計 919 13,450

近畿

件数 183
車室数 3,168

北海道

件数 9
車室数 235

東北

件数 20
車室数 1,608

70

80

130

120

110

100

90

70

80

130

120

110

100

90

2011/92005/9 2006/1 2007/1 2008/1 2009/1 2010/1 2011/1

93.42

106.07

PPI

PPI前年同月比

景気動向指数（先行）

リーマン・ショック 東日本大震災

急回復
An+Bn+Cn+Dn

A+B+C+（Dn/（An+Bn+Cn）/A+B+C）

①構成駐車場の入れ替えが少ない
　保有駐車場のみを組み入れ。
②2005年9月の売上を100として指数化。

PPI計算方法

ＰＰＩ：パラカ・パーキング・インデックス（保有駐車場=定点観測指数の売上指数）
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　当社は、地球温暖化ガスの「削減と吸収」による両面からの環境貢献というコンセプトに基づき、2007年より４年間、
森林保全事業を行うNPOへの寄付及び社員全員による植林と間伐活動に取り組んでまいりました。
　本年は、東日本大震災の発生に鑑み、植林間伐活動を中止する一方で、会社と役職員による義援金の拠出と被災地
でのボランティア活動を行い、心ばかりの協力をさせていただきました。

活動初年度となる2007年には、「地球に向き合う」というテーマのもと、栃木
県矢板市「山縣農場」で植林と間伐作業を行いました。「山縣農場」は、
1886年（明治19年）に山縣有朋公爵が開場した、スギ、ヒノキ、アカマツ
等からなる広大な森林です。

2年目の2008年には、「森を感じる」
と題し、三井物産株式会社が国内
に保有する73ヶ所の社有林の一つ
である千葉県君津市の「亀山山
林」にて、植林と間伐作業を行いま
した。

東京都西多摩郡檜原村にある「田中林業多摩森林」で森林の下刈（注）を行い
ました。 江戸初期から続く田中林業では、伐ったら植えるオーソドックスな

「循環林業」と環境的価値を糧とする「森林管理業」を組み合わせた森林業を目指
しています。 
（注）植林した苗木周辺の雑草を刈り取り、苗木の成長を助けるもの

今後も本業である駐車場運営による「削減」とCSR活動による「吸収」を進め、
社会的貢献を行っていきたいと考えています。

ＣＳＲ活動報告

2010年〜山縣農場内の森林にて

2007年

初年度に活動した「山縣農場」に再び伺いました。前回
植林したモミジ、カエデ、コナラ、サクラ、カキの木々が
順調に成長しており、また新たにコブシ、カエデ、コナラ
の植樹と杉林の間伐を行いました。

2008年

2009年

2010年

Topicsトピックス

　当事業年度においては1件16車室の純増と
なり、９月末現在においては99件3,552車室
が稼働しております。売上高は1,348,110千
円（前事業年度比1.6％増）となりました。

●保有駐車場
売上高
1,348百万円

（前事業年度比1.6％増）

2011/92010/9

4,538,421

5,240,420
5,488,646

2009/9

賃借駐車場売上高（単位：千円）

2009/9 2011/9

1,348,1101,361,857 1,326,588

2010/9

保有駐車場売上高（単位：千円）

●賃借駐車場
売上高
5,488百万円

（前事業年度比4.7％増）

　当事業年度においては136件1,900車室の純増となり、
９月末現在においては820件9,898車室が稼働しており
ます。車室数の順調な増加により、売上高は5,488,646
千円（前事業年度比4.7％増）となりました。

19.2％

78.1％

その他 2.7％

セグメント別
売上高構成比

名古屋市泉第2（オレンジタウン）

札幌１０１パーキング　
2011年11月リニューアルオープン

Review of Operations & Segment Information営業概況及びセグメント別情報

2007年〜「モミジ」を植林するところ

2008年〜間伐したスギの丸太とともに

2009年〜雨の中での下刈作業
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（2011年9月30日現在）

●商号	 パラカ株式会社（英文名　Paraca Inc.）
●設立	 1997（平成9）年8月22日
●資本金	 15億7,680万円
●事業所	
本社	 〒106-0041 東京都港区麻布台1-11-9
	 TEL 03-6230-2300　FAX 03-6230-2301
大阪支店	 〒530-0004 大阪府大阪市北区堂島浜1-4-19
	 TEL 06-6345-8800　FAX 06-6345-8804
仙台営業所	 〒980-0811 宮城県仙台市青葉区一番町3-3-11
	 TEL 022-748-6171　FAX 022-748-6172
横浜営業所	 〒220-0004 神奈川県横浜市西区北幸1-11-15
	 TEL 045-287-4809　FAX 045-287-4810
名古屋営業所	 〒450-0002 愛知県名古屋市中村区名駅4-24-8
	 TEL 052-856-4809　FAX 052-856-4810
京都営業所	 〒600-8009 京都府京都市下京区函谷鉾町79
	 TEL 075-279-4809　FAX 075-279-4810
福岡営業所	 〒810-0041 福岡県福岡市中央区大名2-9-34
	 TEL 092-737-1331　FAX 092-737-1332
●役員	 代表取締役	 内藤　亨
	 取締役	 駒井　雄一
	 取締役	 間嶋　正明
	 取締役	 中村　隆夫
	 常勤監査役	 小林　紀幸
	 監査役	 田伏　岳人
	 監査役	 福島　一

●発行可能株式総数……………………………………135,000株
●発行済株式の総数………………………………………47,532株
●株主数……………………………………………………2,378名
●大株主
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●金融機関 0.24％

個人・その他 97.32％

●その他の法人 1.43％

●金融商品取引業者 0.46％
●外国法人等 0.55％

大株主
当社への出資状況

持株数（株） 出資比率（％）

内藤　亨 5,000 11.0
兼平　宏 2,886 6.3
株式会社SBI証券 2,076 4.6
有限会社リョウコーポレーション 1,600 3.5
日信電子サービス株式会社 1,500 3.3
株式会社プレステージ・インターナショナル 1,500 3.3
RBC DEXIA INVESTOR SERVICES 
TRUST, LONDON-CLIENTS ACCOUNT 1,400 3.1

新井　一孝 1,200 2.6
株式会社三井住友銀行 1,200 2.6
朝日火災海上保険株式会社 1,150 2.5

（注）出資比率は自己株式（2,075株）を控除して計算しております。

●株価と出来高推移

●所有者別株式分布

会社概要 株式情報

株主資本等変動計算書 （単位：千円）

当　期
2010年10月1日から（2011年9月30日まで）

株主資本 評価・換算差額等

新株予約権 純資産合計
資本金

資本剰余金 利益剰余金
自己株式 株主資本

合計
その他有価証券
評価差額金

繰延ヘッジ
損益

評価・換算
差額等合計資本準備金 資本剰余金合計

その他利益剰余金
利益剰余金合計

繰越利益剰余金

2010年9月30日残高 1,576,807 1,606,807 1,606,807 2,393,167 2,393,167 △100,841 5,475,941 116 △272,460 △272,343 10,872 5,214,469
事業年度中の変動額
  剰余金の配当 △54,548 △54,548 △54,548 △54,548
  当期純利益 547,525 547,525 547,525 547,525
  株主資本以外の項目の
  事業年度中の変動額（純額） 135 37,716 37,851 23,099 60,950

事業年度中の変動額合計 ─ ─ ─ 492,977 492,977 ─ 492,977 135 37,716 37,851 23,099 553,928
2011年9月30日残高 1,576,807 1,606,807 1,606,807 2,886,145 2,886,145 △100,841 5,968,918 251 △234,743 △234,492 33,971 5,768,397

※金額は、千円未満を切捨表示しております。
※当期より個別会計となっております。

貸借対照表 （単位：千円）

科　目 当　期
（2011年9月30日現在）

前　期
（2010年9月30日現在）

●資産の部
流動資産 2,099,312 1,750,892
固定資産 16,224,316 15,777,617
　有形固定資産 15,722,004 11,319,070
　無形固定資産 63,286 70,494
　投資その他の資産 439,024 4,388,052
資産合計 18,323,628 17,528,509
●負債の部
流動負債 1,736,892 1,820,918
固定負債 10,818,338 10,493,122
負債合計 12,555,230 12,314,040
●純資産の部
株主資本 5,968,918 5,475,941
　資本金 1,576,807 1,576,807
　資本剰余金 1,606,807 1,606,807
　利益剰余金 2,886,145 2,393,167
　自己株式 △100,841 △100,841
評価・換算差額等 △234,492 △272,343
　その他有価証券評価差額金 251 116
　繰延へッジ損益 △234,743 △272,460
新株予約権 33,971 10,872
純資産合計 5,768,397 5,214,469
負債純資産合計 18,323,628 17,528,509

損益計算書 （単位：千円）

科　目 当　期
2010年10月1日から（2011年9月30日まで）

前　期
2009年10月1日から（2010年9月30日まで）

売上高 7,032,032 6,738,713
売上原価 5,008,346 4,827,072
売上総利益 2,023,685 1,911,641
販売費及び一般管理費 828,203 737,665
営業利益 1,195,482 1,173,976
営業外収益 38,241 106,727
営業外費用 302,134 288,510
経常利益 931,589 992,193
特別利益 40,973 108,169
特別損失 46,816 125,277
税引前当期純利益 925,747 975,085
法人税、住民税及び事業税 371,938 455,867
法人税等調整額 6,283 △46,452
当期純利益 547,525 565,670
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